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 2025 年 7 ⽉ 1 ⽇ 

国⽴健康危機管理研究機構（JIHS） 
国⽴国府台医療センター 

 

国⽴健康危機管理研究機構(JIHS) 

国⽴国府台医療センター名誉院⻑ 上村 直実 医師が 

2025 年度（第 23 回）「⾼峰記念第⼀三共賞」を受賞 

 
2025 年度（第 23 回）「⾼峰記念第⼀三共賞」（主催︓公益財団法⼈第⼀三共⽣命科学研究振興財団）

が国⽴健康危機管理研究機構(略称︓JIHS) 国⽴国府台医療センター名誉院⻑ 上村 直実 医師と東京
⼤学名誉教授 畠⼭ 昌則 博⼠（公益財団法⼈ 微⽣物化学研究会理事・同微⽣物化学研究所部⻑、北
海道⼤学遺伝⼦制御研究所特任教授）に贈られることが決まりました。 
 

「⾼峰記念第⼀三共賞」は、⽣命科学特に疾病の予防と治療に関する諸分野の基礎的研究並びに臨床
への応⽤的研究の進歩発展に顕著な功績をあげ、現在、活発な研究活動を⾏っており、今後の⼀層の活
躍が期待される⽅に授与される賞です。 

 
上村医師の受賞は、ヘリコバクター・ピロリ（ピロリ菌）によるヒト胃がん発症に関する研究におい

て実施した⼤規模疫学調査が、現在、胃がん患者のほとんどがピロリ菌感染を基盤に発症すると考えら
れていることを決定的にしたこと、畠⼭博⼠と共に主導した「細菌感染がんとしての胃がん」の臨床研
究などが⾼く評価されました。 
【受賞理由】※公益財団法⼈ 第⼀三共⽣命科学研究振興財団より  
URL: https://www.ds-fdn.or.jp/ 
 

この「⾼峰記念第⼀三共賞」は、2003 年に始まり、今年が第 23 回です。第 1 回から昨年までの受
賞者（表）をみると、JIHS に属していた⾨脇孝⽒や満屋裕明⽒も受賞されています。さらにほとんどが
⼭中信弥⽒など基礎的研究者ですが、臨床研究からの受賞は今回の上村医師が初めてのものです。 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
上村直実医師 
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【上村直実 医師 略歴】 
1979 年 広島⼤学医学部 卒業  
1979 年 広島⼤学附属病院 内科研修医 
1981 年 広島県⽴瀬⼾⽥病院 内科医師 
1983 年 広島⼤学第⼀内科 内視鏡部医師 
1986 年 国⽴療養所畑賀病院 内科医師 
1987 年 ⽶国アラバマ⼤学 消化器科研究員 
1989 年 国家公務員共済組合連合会呉共済病院 消化器科医⻑ 
2002 年 国⽴国際医療センター内視鏡部⻑ 
2005 年 早稲⽥⼤学⽣命医療⼯学研究所 客員教授 
2010 年 国⽴国際医療研究センター国府台病院 病院⻑ 
2011 年 北海道⼤学⼤学院医学研究科 客員教授 
2018 年 国⽴国際医療研究センター国府台病院（現 国⽴国府台医療センター） 名誉院⻑ 
2019 年 東京医科⼤学消化器内視鏡学講座 兼任教授（現在︓内視鏡センター客員教授） 
 

【受賞歴】 
2002 年 ⽇本ヘリコバクター学会最優秀学術賞  
2008 年 国⽴国際医療センター第 1 回箱根⼭賞 
2008 年 ⾼松宮妃癌研究基⾦学術賞 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★本件に関するお問い合わせ先                               

 
国⽴健康危機管理研究機構（JIHS） 
危機管理・運営局 広報管理部 
〒162-8655 
東京都新宿区⼾⼭ 1-21-1 
TEL  ︓ 03-3202-7181 
E-mail ︓ press@jihs.go.jp 
 



年度 氏　名（所属機関は受賞時） 受　賞　研　究

第1回 北村 幸彦 教授

2003年 大阪大学大学院生命機能研究科

第2回 門脇　孝 教授

2004年 東京大学大学院医学系研究科

第3回 坂口 志文 教授

2005年 京都大学再生医科学研究所

第4回 柴﨑 正勝 教授

2006年 東京大学大学院薬学系研究科

第5回 満屋 裕明 教授

2007年 熊本大学大学院医学薬学研究部

第6回 山中 伸弥 教授

2008年 京都大学物質-細胞統合システム拠点

第7回 杉山 雄一 教授

2009年 東京大学大学院薬学系研究科

第8回 河岡 義裕 教授

2010年 東京大学医科学研究所

第9回 間野 博行 教授

2011年 自治医科大学分子病態治療研究センター

第10回 岩坪　威　教授

2012年 東京大学大学院医学系研究科

第11回 山本　雅之　教授

2013年 東北大学大学院医学系研究科

第12回 山本　一彦　教授

2014年 東京大学大学院医学系研究科

第13回 一條　秀憲　教授

2015年 東京大学大学院薬学系研究科

第14回 水島 　昇  教授

2016年 東京大学大学院医学系研究科

第15回 小川 　誠司  教授

2017年 京都大学大学院医学研究科

第16回 井ノ口　馨  教授

2018年 富山大学大学院医学薬学研究部

第17回 柳沢　正史　教授・機構長

2019年 筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構

第18回 岡野　栄之　教授

2020年 慶應義塾大学 大学院医学研究科

第19回 濱田　博司　チームリーダー

2021年 理化学研究所生命機能科学研究センター

第20回 大野　博司　副センター長

2022年 理化学研究所生命医科学研究センター

第21回 藤堂　具紀　教授

2023年 東京大学医科学研究所先端医療研究センター

竹田　潔　教授

大阪大学大学院医学系研究科

本田　賢也　教授

慶應義塾大学医学系研究科

第22回

2024年
宿主と腸内細菌叢の相互作用に関する先駆的業績

遺伝子組換えウイルスを用いたがんのウイルス療法の開発研究

宿主-腸内細菌相互作用の統合的理解に関する研究

AIDSに対する治療法の研究・開発

多能性幹細胞の維持と誘導

高峰記念三共賞及び高峰記念第一三共賞歴代受賞者・受賞研究

肥満細胞とカハール介在細胞の分化と癌化

２型糖尿病の分子機構の解明

制御性T細胞による免疫応答制御の研究

原子効率の革新を志向した不斉触媒の創製

哺乳動物の胚発生の基本的な仕組みの研究

神経幹細胞の基礎研究と臨床応用

生体ホメオスタシス制御機構の解明と疾患治療への応用

薬物体内動態における薬物トランスポーターの役割解明－薬物
動態の定量的予測を創薬に活かす－

インフルエンザ制圧に関する研究

肺がん原因遺伝子の発見と分子診断法・分子標的療法の実現

記憶の連合とアイデンティティの物理化学的実体とメカニズムに
関する研究

ストレスシグナル分子機構の解明と創薬医療科学基盤の創成

オートファジーによる細胞内分解の分子機構と生理・医学的意義
に関する研究

成人T細胞性白血病の分子基盤とがんの免疫回避に関わるメカ
ニズムに関する研究

アルツハイマー病におけるβアミロイド形成機構・抑制薬に関する
研究並びに画像・バイオマーカーを用いた治療薬の開発研究

環境ストレスに対する生体応答メカニズムの解明

ヒトの自己免疫疾患における抗原特異的免疫応答に関する研究


